
OB会 1 0年 の 総 括

OB会事務局長

「やまざと」編集長

舟田 節子

文芸春秋二月号の新年特別企画「失わなかっ

た十年」を、興味深く読みました。もちろん彼
。彼女らは、本命・本業の中での活躍。私の背

負い込んだOB会は、その点、極楽 トンポの世

界。本業の学習塾の方が、むしろ、少子化、ゆ

とり教育、 1年前の突然の文科省の変節と、時

代の波をかぶってきました。

そうでありながらも、OB会の方に、より最

終責任者としての決断…時代を読み、人心を図

り、収支を脱みながらの運営と、受け身でいる

訳にはいかなかった十年が流れました。午後で

もない、鶏口でもない、蟻の触角という格違い

ながらも、十年をキーワードとする限りは、共

鳴部分の多い特集でした.

さて、前号にて「事務局長」と「編集長」辞

任を予告。あと云々を指示する意志はないなが

ら、十年を総括してお伝えする責任は残つてい

ると考えます。

平成五年二月にOB会再興の趣意書を発送し

た者として、おそらく今後も出ることのないて

あろう十年運営してきた者として、その結論を

提示する…それも、OB会費を振込んでいただ

いた方々への、本当の収支報告であろうと考え

ます。

なお、この十年の間には初めて「OB会のあ

る状態で現役時代を過ごした」OB達が巣立っ

ていきました。果た して「OBニ ュータイプ」

が登場 したのか ?その結果も、ある種の、とい

うより辛辣な収支報告であるように思います.

まず簡単にKUWV・ OB会の歴史を復習じ

ます。35周年記念誌上巻 p.341～ からが該当し

ます。

《記念行事とOB会》 (掲載稿に加筆 )

昭和33年 に誕生した金大ワンゲル部では、十

周年、十五周年、二十周年、二十五周年、三十

周年の記念行事が、「現役主催、OB招待」の

形態で開催されてきた.十五周年のみ、山小屋
ベルクハイムが会場となり、後は自山南竜キャ

ンプ場が利用されている。記念行事の前後は現

役とOBとの交流が活発になり、数々の提言も

なされた。

十五周年のあたりまで、さして機構がなくて

もOBは把握でき、現役内のOB係が連絡事務

にあたった。

その後もOBの数は増え続け、年代差が広が

る。それでも、夏合宿参加者が80名 を越えてい

た時代だった。隆盛な現役には干渉不用、無心

と招待に応ずるのみ…が、当時のOB。 一方現

役側は連絡費負担と事務に辟易 し、「記念行事

に当たつた代は災難」とする「OBは お荷物」

観が菫延 していくようになる。

二十五周年記念行事後、現役からの呼び掛け

で大々的にOB会設立運動が展開される。昭和

60年 8月 、初めてOBも機構に関与したOB総

サンコゥ千ョゥ

会を開催。しかしながら、会費が僅かしか振込

まれないという現実の中で消滅した。
OBとの交流の一助ともなった BH誌は、そ

の翌年 6月 の27号を最後に休刊となる。現役部

員数は減少の―途を辿 り、学年あたり 1桁にま
で落ちた。

そんな状況の中、三十周年行事が遂行され、
BH6年 分一括号にわずかの記載を残す。

(加筆 :こ の代周辺からの会費納入は極端に少
ない。それは社会に出てまもないから「当然」

とされた。「10年、20年たてば我々のように懐
かし<なるはず」とも弁護 (?)されたが、減
少のみをたどった。この代の人達にとって、30

年分のOBが どう映つたのか ?成 りたいOB像
、参加 してみたいOB会であっただろうか ?)

今回三十五周年に先立ち現役から、設立運動
時名簿を使い、同期の住所確認依頼が、各期地
元在住者宛て、発送された。が、転居先不萌、
返信なしが相次ぐ。当時教養部を残して他は角
間へ移転、部の活動形態も不安定。そんなさな
かに蒲原氏の遭難死亡事故が起きる。名簿確認
作業は、機上げ状態となる。

舟田が、35周年記念誌編集と、35周年実行委

員会を立ち上げるべ <、 その名簿を引き取つた
のが事故の 3カ 月後となる。

《趣意書》  平成 5年 3月 20日

皇太子妃内定の明るいニュースで明けた平成
五年、金大ワンゲルOBの皆様におかれまして

は、ますますご健勝のこととお喜び申し上げま
す。

ご存じのように、 9月 の教養部移転をもって

金大は城内キャンパスの歴史を開じることにな

りました。私達 (33期 までで、468名 )の青春
を見守ってくれた部室もその任を終え、ワンゲ

ルの新 しい歴史が、角間キャンパスに始まろう
としています。

このような節目の折にあわせて、部は創立35

周年を迎えることになりました。今回の記念行

事を現役とOBの共催とすべ <、 1月 13日 、金

沢にて「金大ワンゲル35周年記念実行委員会」

が発足いたしました。 (決起総会には、前田顧
間t OB25名、現役10名 が出席 )

OBの側にとっては、いよいよ敷居が高くな

る思いのつのるこの度のキャンパス移転です。

しかしながら、温故知新として部の35年のあゆ

みの歴史を正しく伝え、さらに揺るぎない新し
い歴史のスター トを願いたく思います。

また、名簿管理を含むOB会機構を今度こそ

確立し、現役側に住所調べや連絡費用の負担を

かけないことで、現役・ OB会双方の発展を望

みたく思います。-37-



また、部室のな くなる状況、築後18年 を経て

倒壊寸前、放置状態 になつている山小屋ベルク

ハイムに対 して も、ア ドバイスやサポ ー トを保

障することで、解決の道を手助け した く思いま

す。

35周 年記念誌 については、現役 も交えた編集

委員が、昨冬よ り活動を開始 しています。その

他 につきま しては、13日 の決起懇親会で選出さ

れた実行委員が、記念行事 に併催する予定のO
B総会 に諮るべ く、案件を煮詰めています。

つきま しては、何卒右の趣旨にご賛同下さい

まして、よろ しくお力添えをいただけますよう

、発起人一同お願い申 し上げる次第です。

《35周 年記念事業》 平成 5年 8月 20～ 21日

記念山行…白山

総会一石川厚生年金会館

35周年記念誌上・下は平成 5年 7月 完成。 7

月20日 、記念事業協賛金依頼振込用紙 (振 込人

名印刷済み)を 同封 し、現役を主力に大発送作

業を行 うて結果、振込総額  2,665,000円。

それは  記念誌代   1、 276,958円

連絡・郵送費 523,916円
を大項目とする支出を賄い、691,644円 (① )

の残高となつて、OB会のスタートを支えた。

この時34期 までの卒業者は 494名 (*)

内、振込対象者 472名  振込者 365名
白山記念山行参加希望者 94名 (家族 18込 )

総会・懇親会参加者   101名
(*趣意書内より、キ34期 十名簿追加 )

上記35周 年記念誌上下 と、35周 年事業報

告書は、次の40周 年 も円滑に迎える布石と

して、続 く 5年分の未来の現役分を増刷 し

てあったてOB会 報冬号 に、約 1年経過の

新人分の上記セ ッ トを添えて渡 してきた。

しか しなが ら、アウ トドアプームは、組

織加入とリンクするものではな く、 5年で

な くなる見込みが10年 に。それで もついに

5セ ッ トを残すのみ とな った。

私の音頭とりで集めたお金、制作 した本

サベて この10年で清算できた ことになる

。これが 「責任は終わつた」とする、何よ

りの根拠である。

《40周年記念事業》 平成10年 9月 12～ 13日

記念山行…医王山

総会…医王の里・森の家

ワンゲル歌集を作成。年会費納入体勢を踏ま

え、OB会計から参加費補助が出る形になる。

ワンゲル歌集作成費  279,000円
当日参加費計 309,000円

参加者   69名  (家族11名込 )

OB会計より補助   333,884円

40周 年終了時残高 760,478円 (② )

②二①+6万円で、平成 6～ 10年度会計を終了

《45周年記念予定》 平成15年 9月 13～ 14日

総会…白峰村 みどりの村

参カロ記念品 中村元風氏 (20期 OB
前田家御用窯指定、日本工芸会正会員)

作 : 限定品 白山柄白磁カップ

現在45周年行事開始前残高 674,473円 (③ )

③<① 現在①を利用 しつつ、運営中の状態。

会報は14号 より、 1年 1冊体勢になった。ち

なみに本誌は16号である。

41期 OBよ り、入会意志を問い、単年度納入

に切り替えられている。この10年でOB総数は

100名 近く増えたことになるが、納入実績対応

の会報発送対象者は 358名。

以上、記念事業を中心にOB会の歴史を振返

りました。

さて、輝かしい数字なので しょうか ?重ねた

実績なので しょうか ?

もし本当の実績が出来たのであれば

「年会費は、自発的に、催促なしに振込まれ」
「住所変更も、自発的に報告され」

「役員の為り手は、交替で、次々と」
「会報原稿は、自発的に集まり」

「脱線 してはの賑やかな編集会議一J

となっていつたはずでする

以上の愚痴は、

「他の同種の会より、はるかにマシ」

「世の中そんなもの」

「まあまあそんな怖いこと言わないで…J

となためられました。あげくには

「舟田がや りすぎるから」

の言もつけ加えられました。

少数の方にはある種の提言をいただきました

が、その二言目には「自分ではない、誰か…」

がつけ加えられました。

KUWVoOB会 が出来なかった理由、続か

なかつた理由…

I年代差がありすぎるから」

「年代毎の価値観が違うから」

「世話役が現役だったから」
ではなさそうです。

戦後、権利獲得のための戦いなしに、混沌の
中で転がりこんできた「自由」。おそらく、賠
償責任をなしとされたことで、「そぅだ、自分
達も被害者だ !」 「責任はない !」 と、反省を
することなく、繁栄に突っ走っていった一。

豊かになっても、かつての恩に気は回らず、

言蒼貰看突彗

'F達

の努力のせい。下の代が面

要するに、「権利」「平等」「自由」などの
おいしいものには、本来すべて「義務」がつき
まとうことを意識できない。無責任を謳歌し、
物綺麗なヒューマニズムを音頭して人道面をし
、つきまとう義務部分は全て他人に押しつける
一つまりは下の代へ。

家雰[冨rgi査 秀墓今昌層 .ヒ 下員8?「 警菌
次元ポケ ッ トがぁるがごとく、せびることを上
めない。

理詰めをや られると、晨耕民族由来の「なあ
なあ、まあまあ」の曖昧 さで、丸める。事態を
直視せず、さらに無責任の安泰をはかる。

すべてわがoB会 に重な りませんか ?-38-



ゎけてもモラ トリアムそのものだつたのが学

生時代で した。山は情熱だつたのか ?と いえば

、「遊び」だつたので しよう。「遊び」だつた

から懐かしい。けれども「遊び」だつたから、

忘れるのです。「遊び」だつたから、責任が伴

うの発想が入らないし、関わるなら楽しい部分

だけ。そして「誰か…」としかならないので し

よつ。

「節ちゃんのは長すぎて読めん」

とは、同期にも言われました。それは本音であ

りましょう。

払う物は払つた。やる人も決まつた。自分は

忙 しい。興味のあることだけ、自分の知ってい

る人のだけ…ささつと読んで、ああ懐かしい、

面白かつた、今日の酒はうまい、でお仕舞。誰

かが (私が !)OB会 に割いている時間、―行

の手数…早い話が、手伝えるわけないじやん。

知らんOBや ら、現役やら、読んだかてしやあ

ないやん。せめてご苦労さん !あ 、ありがとう

ございます !

(私、あんた達の分までワンゲルにお返 しした

からね !永遠におごつても、足りない<ら いだ

からね !)

みんなが社会から受けた恩より、もうちよつ

と余計にお返ししてこの世を去れば一そうでな

ければ、社会に貢献できた分より、ちよつと控

えめに受けようの節度があれば…日本はオ トナ

の国になることで しよう。今は

「貢献 した分より余計にもらいたい人J

「お返し出来ないのにさらに要求する人」

「面倒をみてもらう立場であり続けたい人」

ばかりが溢れているのです。

ぃったいどこで辻棲が合うのでしよう。「世

代の助け合い」という綺麗事のツケを払わされ

るのは選挙権もない、生まれてもいない世代で

す。その人達はどこヘツケを先送りできるので

しょう?

ワンゲルOB会 も、年会費を払つたら、自分

は一方的にサービスを受けるのみ…それで正当

、仕方がない…とする人ばかりなのです。年会

費を払つたらそれでもう義務はおしまい。

「替わりばんこJも 「地区別分担」も、一切

どうしたらなんて考える気はない。いつもいつ

も「誰か―・Jで、「自分は違いから」「忙 しい

から」と当番の日外にいる。担当者達が次を考

えるだろう、次を指名する責任があるとして、

「自分にも会運営の責任が平等にある」なんて

自覚したこともないのです。反省もなしに「下

の代がやるべき !」 なのです。

10年 もやれば、見えてくるのです。

「懐かしい」と便りが来るのは、当番を回され

るはずなしの遠方組で、回されたらたいへんと

警戒する地元組は、云寸も反応 してこない。

「卒業者はみなOBと 扱うべき」を主張する

のは、「自分は当番の枠外にいる、自分は完全

に面倒を見てもらう側である」が前提のOBば
かり…それは、金銭収支にも曖昧を通 し、過去

と理想に酔い痴れている姿でもありました。

「関わる=面倒を押 しつけられる」が予想で

きる代は、反応 してこない。辻棲の合わないこ

千コけたざゥ

の先が見えているから。うかうか乗れば膨張し

た負担が送 りつけられる事は簡単に予想できる

から、引いてしまうのです。

かつて、私は世代ごとのOB観 に攪乱されま

した。すべてを満足させる会など出来ないとも

覆雰ヒ手ふ:h魚ヒ下曇雲房黒農鷲「轟員12
れぞ「普遍の真理」を掴みました。

の写ほ三:18見「 怪あ貫ξ専冒琢争響窪ふ看

外れられる」OB観 を主張し、それが正しいと

していました。

やつて責任を分担していこうか ?」 なら、歩み

寄る方法もあるでしょうが一。

金大ワンゲルOB会の場合、討論の場を設定

しても、どうにもならないことと私は考えてい

ます。

また、この10年でワンゲル時代との距離を痛

感 したOBはかなりいるはずです。あれは昔の

ことだと、OB会が出来たから、かえってそれ

がよくわかった。今後はもっと距離が出来、ま

すます忘れるに違いない。年に二千円は払えな

い額ではないが、会員管理に手数をかけ続ける

のも心苦しい。出来れば区切りをつけたい一が

むしろ多数派と私はみています。

もちろん、会費の形で金銭的支援を続けて頂

く…これも、OB会への参加の仕方です。でも

この善意は必ず忘却に流れます。仮に 1回 目を

振込んでも、 2回 目からは忘れるのです。事務

局 (護が ?)の負担は滅ることがありません。

時間も金銭も浪費され、またも自然消滅 してし

まうのです。

護も世話人をや りたがらない…これがス トレ

ートにOB会 の現状であり、このOB会の器で

す。

多くの方が望んでいるのは、気晴らしになれ

ばよいOB会です。それも、受けることばかり

を望んでいるOB会です。この事実は、「護か

」に押 しつけたら解決をみるものではありませ

ん 。

また、「続く」ことのみがベス ト、解消はワ

ンゲル魂の敗Jヒ とばかり、現状も、各自の事情

も、時間経過も、思考ファクターに取 り込まな

い主張。これはむしろ「―億総玉砕 !」 に似て

います。息まいたうえに「護か…」とこられた

ら、私は返答の言葉を持ちません。
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みんなが楽しめた10年で大団円。それでよろ

しいのではないてしようか。今なら、収支も、

丁度。犠牲者も負債も出さずに解消 (休会 ?)

出来ます。

私は10年を総括するまでです。今後について

は、総会にてご討議下さい。

ただし、私は上記のように、発展的解消を是

としていますので、記念行事に出てしまうと…

の二の足は無用です。というより、私としては

大事なお願いがあります。

それは、みんなの夢のために同じ多忙のOB
でありながら、多大の時間を割いていたスタッ

フ達がいます。この際謝意を表明し、盛大な拍

手でねぎらうのが筋というものです。

この10年の間には、私は、厚意を仇で報いた

個人やグループを何例も見ました。わがワンゲ

ルこそはそこまで破廉恥ではない !と 、信じま

す。

この総括自体、「なじり言葉」に溢れてしま

いました。みなさんの「お忘れ」がすべて仕事

に変貌 し、解決せねばならないノルマになつて

いた私には、そうとしかいえない部分です。し

かし、振込みに足を運んで下さつたみなさんの

ご厚意を忘れるものではありません。

共にワンゲルOB会の十年をつむいだ者同士

盛大な宴を楽しみましょう。

万障繰り合わせ、ご参カロ下さい !

キ 将 :こ な つ て

(部員のみんなへ)

45期 松山 文枝

主将になって、「部活をまとめられたな～

(^o^)v」 と実感出来たことは一度もなかったが

貴重な体験を積ませてもらつたと思つている。

主将になったことで、部員のいろんな意見を

聞く立場になり、考え方の違う意見を組みなが

ら進めていくことは難 しく、頭を抱える事が何

度もあった。

意見を取捨選択 してしまったこともあつた。

また、最終的な判断を求められ、果た してこう

判断していいものなのかと迷いながら、決断し

進んでい<こ ともあった。

ワンゲルに入って、求めるものは人それぞれ

だから、色んな意見が出て <る のは当然で、色

んな意見が共存出来るいい方法はないものか、

とよく思うようになった。

それにも関連 して、 PWは、自分のしてみた

い事が叶えられるいい機会だと思つている。 2

回生になって L権を取れば、誰でもPWは出せ

る訳だし、何といつても主体的になれる !こ れ

は PWのいい所だ。 (2002年度後半は PWが少

なくなってしまったが一)

最後に、副主将の深作さん、 3回生のみなさ

ん、後輩達に「ありがとうございました。」

2002年度のワンゲル

*部員数  1回生12人 (男11 女 1)

2回生 7人 (男 2 女 5)

3回生 6人 (男 3 女 3)

4回生12人 (男 7 女 4)

留学生 5人 (内 3人は 9月 に帰国)

*2002年度年同行事

3月  1・ 2年山行 (北八ケ岳 佐渡島 )

4月 歩荷 トレ (卵辰山)

5月 小屋作業  新入生 トレ (医王山)

6月 夏合宿結団式 合宿 トレ① (県内)

7月 合宿 トレ② (白 山)

8月 夏合宿 3P(北 ア 南ア 北海道 )

12月  冬合宿 (荒島岳 )

1月  追コン

2月  雪訓 (医王山)

3月  春合宿
*2002年度 PW
5月 鳳凰三山

6月  白馬

7月  白山

9月 燕岳・餓鬼岳  八ケ岳

10月  白山
*2002年度ちょつとしたできごと

EPIの 導入

厚生課に10日 前までに計画書を出さなければ

ならなくなつた。
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【顧間の独り言】

2∞2/03/18
ワンゲル願間の前田です。現役恒例の雪上ヨ1練・

医王山 (2月 24日 (土 ),25日 (日 )1泊 2日 非常 1)
の計画は医王の里 (幕営)だけで下山、替わりに3月
3日 、日帰りで自冗に行つてきたようです。続いて
春合宿ですが、珍 しく南アルプス・仙丈ケ岳偵察の
計画書。厳冬期 (新年)甲 斐駒・仙丈のPWが途絶
えて久しぶりに聞く名前です。ところがこの使察、
事前の情報収集を怠つたせいか、林道工事の通行制
限に会い、合宿は無理と判明。甲斐駒ならぬ木曽駒
に登つて帰つてきました (そのまま中止 しなかつた
根性は評価 したいと思います)。 そこで合宿本番は
、勝手知つた北アルプス・ oシ岳に変更、その計回
書を持つて3/14(金 大入学手続き初日)研究室にや
つてきました。「テント場は八方池よりも下棒のほ
うが彗も多く、五竜・鹿島槍の眺望もあつて断然い
いゾ」「そうします」の会話どおりになれば、一部
変更となります。

2002/06/14
ワンゲル顧間の前田です。夏合宿に向けて トレー

ニング山行の計画書が出てくるようになりましたが
、その前に大雪渓を登つて自馬岳を訪ねてくるとい
うPWが企画されました。三日境付近のウルップ草
の群落をカメラに収めてくるには、遅くなつた夏休
みになつてからでは間に合わないのでどこか適当な

寺昌暮を言こ冨暑「 亡ぜほ鵬
ぎますので

2002/07/10_18
ワンゲル顧間の前田です。夏合宿に向けて第2回

書 7完デ鬼ツ資為整す‖臨 盾 雇 賓 桜 熟 島 雪
臓などのなかつた7月 6、 7日 、夏山に備えて私も自
山足慣らしをと考えていたのですが、折 りしも金沢

套翼:首撃1番婁董栞:菫I喜」ピぱゴ∵干雪:Й
ていました。

ワンゲル顧間の前田です。新様式での「現役学生
の部屋」第2弾です。本番夏合宿前に槍穂の縦走を
やらかそうというのです。20年余り前だつたでしょ
うか、合宿後のPW計画が顧間もついて行くという
のでOKに なつたということもありました。その折、
私はいい機会とばかりに奥穂で一行に別れ、 トプコ
ーンホースマンを担ぎ西穂を経て新穂高に下りて来
た、と記憶 しています。
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[連絡]宮果萎譜
まで
景繰讐濡李

23kg

[メ ンパー1    _.、   _ ..― … ′一 '― “^ヽ  … …PL一工 ′― :4^ヽ
荻田真憲 (エー土建 2
加藤夕佳 (経 2)
照井真司 (エー土建 1)

エー人機 3)
(理―計算、、編入 )

クリスティーン・バイガット
加藤尊牙メ準)リ ルシング

[日遺f:月 灯催ざ7舌留F協吉俳散)

譜翻皇暮宿l著

堪悪墓異薇島晃呂L島写義導
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[連絡]藤山晏組
kg、 女繰粋亮太
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校教菖果生成1臭―*鮫騨 翼案鍵♂腱_文5)松奮書喜遜賛難込合1)
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A Training Camp in Winter at Mt. Arashima
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白山の登山道沿いに多い。

春か ら夏にかけて、登山道

を歩 いていると、

「フォー、ッィ、ッィ」

というような声が繁みの中

か ら聞こえるが、姿は見つ

けにくい。
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